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背景 

日本は世界一の長寿国 

女性86.4歳、男性79.9歳 

2000年にWHOが健康寿命を提案 

日常的に介護を必要としないで、自立した生活ができ
る生存期間 

日本人はやはり世界一（女性73.6歳、70.4歳） 

平均寿命ー健康寿命＝自立して生活のできない生涯
最後の期間 

健康寿命の延長が重要 

人生の質（Quality of Life, QOL）の向上 



健康寿命延長のためには 

メタボリックシンドローム 

 日本内科学会 

 腹部脂肪型肥満（腹部周囲径が男性85cm、女性90cm以上）＋高
脂血症状、高血圧、糖尿病のうち2つ 

 2008年特定健診制度開始 

 40歳から74歳までの中高年保険加入者を対象に健康保険者に特
定健診の実施を義務化 

 メタボ該当者・予備軍には特定保健指導を義務化 

ロコモーティブシンドローム 

 日本整形外科学会 

 運動器の機能低下により要介護の危険性が高い状態 



ロコモーティブシンドローム 

（運動器症候群） 

（日本整形外科学会HPより引用） 



ロコチェック 

（日本整形外科学会HPより引用） 



ロコトレ 

（日本整形外科学会HPより引用） 



ロコモ度テスト 

～椅子立ち上がりテスト～ 



ロコモ度テスト～2ステップテスト～ 

（日本整形外科学会HPより引用） 



運動器の健康を脅かす要因 



2011.3.11.被災した方々の生活と健康 

異なる住環境への移動に
よる運動機会の減少 

震災によるライフスタイ
ルの変化による活動量の
減少 

震災による心身の変化に
よる活動量の減少 

 

生活の変化は長期的
に影響する 

数年の単位で考える
ものではない 



ライフスタイルの変化が長期的な
健康に与える影響の事例 

沖縄県における26ショック 

 沖縄県＝長寿のイメージ 

 沖縄県男性の平均寿命が2000年に一
気に26位に低下 

 米軍の占領下時代（1945年～1972
年）に起きた食生活、ライフスタイ
ルの変化 

 児童の肥満率も日本一 

 



福島県の子どもたちの体力が低下？ 

 文部科学省実施の体力調査（小
5と中2） 

 2012年の調査で福島県は前回
に比べ順位を大きく下げた 

 肥満児童も増えている 

 



一般的な健康保持・増進のための運動 

メディカルチェック 

体力評価 

運動プログラムの作成 

運動指導者の配置 

簡易な運動機能評価 

データ端末を使用し
た画像が取得 

携帯電話 

タブレット 

運動機能評価に適し
た動作指標が抽出で
きれば遠隔地からで
も運動器評価が可能 



本研究の目的 

不便な生活やストレスといった健康阻害要因が
散在する被災地の中高年齢者の健康保持・増進
を目的とした運動機能評価を、遠隔地から実施
することを可能にする画像解析方法の開発  

被災者の運動機能評価から 

震災による健康寿命の短縮を抑制 



本年度の研究内容 

1. 画像解析の対象とする動作の選定 

2. 定期的な運動習慣のある高齢者の運動機能評価の
調査 

3. 運動機能評価を受けた高齢者の中から三次元画像
解析計測 

4. 三次元画像解析計測 



画像解析の対象とする動作の選定 

 姿勢の安定性 

 静的安定性 

 両足での立位姿勢（開
眼・閉眼） 

 片足での立位姿勢（開
眼） 

 動的安定性 

 両足支持から片足支持へ
の移動 

 日常的な動作 

 椅子からの立ち上がり 

 椅子から立ち上がって歩く 

 自然歩行 

・転倒の有無と椅子からの立ち上が
り速度あるいは椅子からの立ちあ
がって歩く動作の関節運動との関連 

・加齢に伴い歩行速度は減少 

・歩行速度の減少は脚力と相関 



高齢者の運動機能評価 

 元気な高齢者の運動機能評価 

 社交ダンス愛好者60歳以上男女30名 

 身長、体重、体脂肪率 

 身体組成：超音波Bモード法で撮像した画像から大腿前部および下腿後
部の皮下脂肪厚と筋厚 

 柔軟性：長座体前屈 

 瞬発力：等速性脚伸展動作中の最大発揮パワー 

 持久力：最大下運動テスト中の心拍応答からPhysical Work Capasity 
at 75%Hrmax (PWC75%) 



定期的な運動習慣（社交ダンス）が
運動器の健康に及ぼす影響 
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モーションキャプチャーシステムを
利用した三次元動作解析 

 共通機器：モーションキャプチャーシステム＠総合研究棟704室 



三次元動作解析 

 35歳以上の中高年齢者16名 

 40歳代2名 

 60歳代4名 

 70歳代9名 

 80歳代1名 

 姿勢保持および簡単な日常的な
動作を実施した際の運動学的指
標を三次元画像解析により算出 

 

 開眼両足立位 

 閉眼両足立位 

 開眼片足立位 

 開眼両足支持から片足支持立位 

 小さな支持規定面での開眼両足
立位 

 椅子からの立ち上がり 

 椅子からの立ち上がりから歩行 

 自然歩行 

 その場での腿挙げ動作 

 その場での体幹前屈から後屈 

 



実際のデータから 



実際のデータから 



実際のデータから 



実際のデータから 
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今後の研究の展望 

被災地の方々を対象とした運動機能評価 

標準値となる定期的な運動習慣のない中
高年者の計測を継続（4月～5月に予定） 

被災地で継続的にデータを取得し、本学
での解析結果をフィードバック 

被災地の方々の健康保持・増進のための
運動および生活改善の指導 

近年認知症予防の運動として
注目 

音楽に合わせて四肢を時間空
間的に多様に動かす 

片足でバランスを取る 

新しい動きを憶える 
運動科学研究から
の被災地支援 


